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※番号は掘った順番

①十万遺跡（香我美町）

②深渕遺跡（野市町）

③下分遠崎遺跡１（香我美町）

④曽我遺跡（野市町）

⑤山下遺跡（野市町）

⑥拝原遺跡（香我美町）

⑦本村遺跡（野市町）

⑧深渕北遺跡（野市町）

⑨下ノ坪遺跡（野市町）

⑩幅山遺跡（香我美町）

⑪下分遠崎遺跡４（香我美町）

⑫上岡遺跡（野市町）

⑬上岡北遺跡（野市町）

⑭母代寺土居屋敷遺跡（野市町）

⑮兎田柳ヶ本遺跡（野市町）

⑯曽我遺跡（野市町）

香南市内の遺跡
※香南市が発掘調査した遺跡
　のみ掲載（旧町村分を含む）

⑰北地遺跡（野市町）

⑱大東遺跡（赤岡町）

⑲寺尾遺跡（夜須町）

　西野遺跡群ルノ丸地区（野市町）

　西野遺跡群ルノ丸地区南（野市町）

　西野遺跡群ルノ丸地区南Ａ（野市町）

　東野土居遺跡（野市町）

　久保田遺跡（香我美町）
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復元した土器を、実測台・

キャリパー（土器の厚さを

測る道具）・マコ（土器の湾曲

した形をとる道具）・ディバ

イダー（長さをとる道具）を

使い、方眼紙に原寸の実

測図を描きます

報告書

洗浄 註記 実測

　市内には現在163カ所の遺跡があり、市が発掘調査した遺跡は24カ所（下図）です。

遺跡は大地に刻み込まれた歴史そのものであり、私たち祖先の偽らざる営みを今

日に伝えるかけがえのない遺産です。　

遺跡と埋蔵文化財

文化財センター香南市
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史
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　「香南市文化財センター」は、香我美町山北にある

旧山北保育所の建物を改修し、昨年６月にオープン

しました。センターでは、市内の遺跡から出土した

土器などの遺物や、市指定文化財、民具を保存、展示

しています。
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建
物
や
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
を
「
有
形
文
化
財
」
と
い

い
、形
の
無
い
も
の
、つ
ま
り
人
間
の
持
つ
技
な
ど
を「
無

形
文
化
財
」、衣
服
や
行
事
な
ど
生
活
の
中
で
受
け
継
が

れ
る
も
の
は「
民
俗
文
化
財
」と
言
い
ま
す
。

　

香
南
市
に
も
、
国
、
県
、
市
の
指
定
と
な
っ
た
貴
重
な

も
の
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た
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さ
ん
の
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あ
り
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先
人
た
ち
の

高
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技
術
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遠
な
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驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。そ
れ
に
も
ま
し
て
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要
な
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は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
個
性
豊
か
な
歴
史
や
文
化
の
成
り
立

ち
を
、私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

まちに文化財センターができました。

土器片を接合し、足りない部分に石こうや、

樹脂を補てんして復元します

接合・補填▼

▼

遺跡から発掘された土器片遺跡から発掘された土器片遺跡から発掘された土器片

■所 在 地　 香南市香我美町山北1553-1

■開館日時　 平日および第２・第４日曜日

　　　　　　 午前９時～午後４時半
                ※11月は第１・第３日曜日も開館

■入館料  無 料■問い合わせ　 54-2296

　遺跡から発掘した埋蔵文化財を洗浄・註記・接合・補填・実測などの整理作業を行い、報告書を

作成します。貴重な文化財は、保存・管理し、後世に伝えていかなければなりません。

整理・保存・管理

遺物一点ごとに出土遺

跡・場所・土層及び出土

日を書き込みます

▼ ▼

文化財文化財
センターセンター

山北公民館

ド
キ
土
器

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ！
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